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１. はじめに

本プロジェクトは創造的な人材を育成するた

めに、様々なコンテスト等の実施を通じて、そ

の教育プログラムの開発を目指している。

本年度は、「第12回スターリングテクノラリー」

を実施するとともに、生ごみ（食品残さ）堆肥

を活用した栽培活動の教育的効果に関する研究

を行い、それぞれ大きな成果が得られた。

なお、本プロジェトの研究組織は以下のメン

バーで構成される。

石田康幸・教育学部教授（代表者・研究総括）、

山本利一・教育学部教授（創造教材の活用方法）、

浅田茂裕・教育学部助教授（教材の製作指導）、

荻窪光慈・教育学部助教授（実験装置等の製作）、

松尾政弘・埼玉大学名誉教授（コンテストの開

催及び成果の普及）、細田英次・教育学部技能補

佐員（コンテスト実施補助）。

２．スターリングテクノラリー

このコンテストは、｢創造的人材育成に向けた

教育開発ストラテジー｣の各論として、かなりの

発達段階に対応でき、創造性を刺激することを

目指して、スターリングサイクルを教材化し、

その開発と普及によって、教材化の意義・価値

等を実証する活動である。本年度は日本工学教

育協会及び全国工業高等学校長協会の後援を得

て、11月15日（土）に日本工業大学を開場に開

催され、成功裏に終了した。

毎年、全国の社会人、大学、高専、工業高校、

中学校に参加を呼びかけ、社会的にも高い評価

を受けている。

この創造的教材であるスターリングエンジン

を活用した｢スターリングテクノラリー｣は、過

去11回、毎年開催しており、教育界を始め産業

界においても高く評価されている。

また、このイベントは世界で唯一のコンテスト

であり、文部科学省、経済産業省の後援を受け

毎年成功裡に終わっている。また、 近、熱が

仕事をするエンジンへの活用のみならず仕事が

熱にかわる「クーラーコンテスト」を実施する

ようになった。

また、現在、工業高校では約300校、大学工

学部では約50校が教材として導入しており、世

界 初・唯一のこのコンテストの波及効果によ

って、創造豊かな人材育成に寄与することがで

きつつある。

なお、これらの活動は海外でも高く評価され、

数年前、台湾政府が約200校の工業高校の教員を

台中工業高校に集め、技術講習会を行った。こ

れには、松尾、細田の両名が指導者として参加

した。本年は台湾大同大学で開催された機械系

自由創作夢工房に松尾が助言者として参加した。

さらに、昨年出版した英語と中国語版の｢模型

熱空気機関図面集｣を国内の機械系の大学、高専、

職訓短大及び工業高校等の教材として普及する

ことができた。

このように、スターリングエンジン及びスタ

ーリングサイクルの教材化は将来さらに大きく

発展できる可能性があり、継続して研究・開発

及び普及活動を行いたい。

なお、本年度も外部資金として誠文堂新光社

より、研究奨学金30万円を受領した。

３．生ごみ（食品残さ）堆肥を活用した栽培

活動とその教育的効果

３．１ 指導計画の一例

生ごみ堆肥を活用した栽培学習のために概略

以下の様な指導計画を作成した。

単元名：作物を栽培して生活に生かそう

内 容：野菜を育てよう

目 標：肥料に生ごみ堆肥を使用して、地球環
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境に目を向けた栽培をしよう

学習方法：栽培実習・比較実験（無肥料区・化

学（化成）肥料区・生ごみ堆肥区）、

一斉授業・調べ学習

学習の流れ：

・栽培に見通しを持とう

・学校の設備や農具の使用方法について知ろ

う

・栽培計画を立てよう（プランター用・畑用）

・作物がよく育つ環境を調べよう

・野菜苗を植え付けよう（畑）

・野菜苗を植え付けよう（プランター）

・作物の手入れをしよう

・病気や害虫の種類について調べよう

・生ごみ堆肥について知ろう

・収穫したものをみんなで調理しよう

変容の把握にかかわる

評価方法：見取り（つぶやき等）・作文・イメ

ージマップ、アンケート

３．２ 中学校における実践と評価（その１）

1) 授業実践

5 月上旬～ 10 月中旬に、埼玉県内 F 中学校

の選択授業「選択栽培コース」（生徒数 7 名、

男子 2 名、女子 5 名）において、３．１の指導

計画に準じて授業実践を行った。なお、生徒が

生ごみ堆肥を使用する前に、生ごみ堆肥のサン

プルを十分に観察させた。また、作物の播種や

定植等の後で、授業の一部を割いて生ごみ堆肥

の原料、製法および含有成分等について簡単に

説明した。

2) 評価

イメージマップによる評価

授業前のファーストワード（「生ごみ」とい

う文言への第一印象）は、「汚い」が 5 名、「燃

えるゴミ」が 1名であった。一方、授業後には、

「（生ごみ）堆肥」が 3名、「埼玉大学」が 4名、

「リサイクル」が 1名となった。

資源循環理解度（資源循環への理解の深さ）

は、授業前では0点が5名、1点が1名で、平均点

は0.17点であった。一方、授業後には、0点が1

名、2点が5名となり、平均得点は1.67点に上昇

した。

これらのことから、授業による生徒の生ごみ

に対するイメージが良好になるとともに、資源

循環に関する理解が深まったものと思われる。

３．３ 中学校における実践と評価（その２）

１）授業実践

埼玉県内K中学校の技術科において、題材名「手

作りプランターと生ごみ堆肥を活用したトレニ

アの栽培」の中で生ごみ堆肥を活用した栽培活

動を実施した。同校では通常、「技術とものづく

り」の学習の中で「手作りプランター」を製作、

その中に飾るものとしてトレニアの栽培を行っ

ている。そこで、トレニアの栽培の際に化成肥

料の代替として、生ごみ堆肥を使用した。

なお、生徒が生ごみ堆肥を使用する前に、授

業の一部を割いて生ごみ堆肥の原料および成分

等について簡単に紹介するとともに、生ごみ堆

肥のサンプルを観察させた。

２）評価

イメージマップによる評価

生徒30名(男子14名、女子16名)を対象に調査

を行った。授業前のファーストワードは、「汚い」

「野菜」がそれぞれ4名、「ごみ」など3語が3名

ずつ、「くさい」など４語が2名ずつ等々であっ

た。一方、授業後には「肥料（堆肥）が12名、「く

さい」が4名、「栄養」、「すごい」がそれぞれ2名

ずつ等々に変化した。

資源循環理解度は、授業前には約9割の生徒が

0点であったが、授業後には約8割の生徒が2点以

上になり、平均得点も授業前後で、0.27点から1.

67点に上昇した。

３．４ まとめ

本稿では中学校に関する部分のみを紹介した

が、小学校や高等学校での実践においても、作

文、アンケート、イメージマップ、感情プロフ

ィールなどによる評価等の結果概ね所期の結果

が得られた。既に述べたように、中学校におけ

るイメージマップによる調査結果は大変興味深

く、生徒の認知面の変容が顕著で、「生ごみ」か

ら直接連想するワードだけでなく、イメージマ

ップ全体で明らかに肯定的なワードが増え、さ

らに資源循環理解度も大きく上昇した。

４．おわりに

本年度は、2つのプロジェクト研究を実施し、

それぞれ大きな成果が得られた。今後、これ

らの成果を生かすとともに、さらなる普及活

動を通じて、創造的な人材を育成するための

教育プログラムの開発を目指す所存である。

平成２０年度埼玉大学総合研究機構研究プロジェクト(研究経費)研究成果報告書




